
 

 

 文化創造都市  

政策０９ 伝統文化の継承と都市間交流の推進 

芸術文化の振興（Ｐ９４） 

国内・海外都市との交流の推進（Ｐ９６） 

伝統的文化の保存と継承（Ｐ９９） 

 

政策１０ 活気ある地域コミュニティの形成 

地域活動の支援と人材育成（Ｐ１０１） 

地域文化とコミュニティの拠点づくり（Ｐ１０４） 

「読書のまちづくり」の推進（Ｐ１０８） 

スポーツの推進（Ｐ１１０） 

青少年の健全育成運動への支援 

人権・平和の普及啓発 

 

 

 

 
０   ００ 囲みは、重点施策             
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 政策09：伝統文化の継承と都市間交流の推進 
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施策名 

「芸術文化の振興」 

  

 目的・方向性  

区民の芸術文化活動を支援し、区の地域特性や特色等を生かした芸術文化を区内外に発

信するとともに、優れた芸術文化に触れる機会を増やすことを通じて、区における芸術文

化の振興を図ります。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

荒川区文化祭来

場者数 
16,000人 17,000人 18,000人 19,000人 20,000人 23,000人 

芸術文化・地域

振興事業来場者

数 

53,000人 53,500人 54,000人 54,500人 55,000人 55,000人 

藝大と連携した

参加型事業への

参加者数 

450人 500人 500人 550人 550人 600人 

俳句文化振興事

業 投句事業へ

の投句数 

1,200人 1,300人 1,400人 1,500人 1,600人 2,000人 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名  文化団体活動の活性化 

実 施 方 針 
・ ＳＮＳなどを活用し、積極的に活動をＰＲすることで、若い世代をは

じめ広く区民へ文化団体の活動を周知し、文化団体活動を活性化する。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

荒川区文化祭来場者

数 
16,000人 17,000人 18,000人 19,000人 20,000人 

荒川区文化祭参加者

数 
3,300人 3,300人 3,350人 3,350人 3,400人 

 

94



政策09：伝統文化の継承と都市間交流の推進 

 

Ⅰ
生
涯
健
康
都
市 

Ⅱ
子
育
て
教
育
都
市 

Ⅲ
産
業
革
新
都
市 

Ⅳ
環
境
先
進
都
市 

Ⅴ
文
化
創
造
都
市 

Ⅵ
安
全
安
心
都
市 

Ⅶ
計
画
推
進 

 

事 業 名  東京藝術大学との連携の推進 

実 施 方 針 

・ 平成20年12月に締結した「芸術・文化振興のための連携に係る合意

書」に基づき、更なる連携を図り、区民が身近なところで芸術に触れ

る機会を提供します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

藝大と連携した事業

数（参加型事業等） 
21事業 23事業 23事業 23事業 25事業 

区民との協働による

壁画制作 
制作 

デザイン案 

の検討 
制作 

デザイン案 

の検討 
制作 

幼児期における芸術

教育の推進 
推進 推進 推進 推進 推進 

 

事 業 名  芸術文化・地域振興事業 

実 施 方 針 
・ 区民ホールにおいて芸術文化事業を公演することで荒川区における芸

術文化の振興と区民文化の活性化を図ります。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

芸術文化・地域振興事

業数 
64事業 64事業 64事業 64事業 65事業 

 

事 業 名  俳句文化振興事業 

実 施 方 針 

・ 「荒川区俳句のまち宣言」に基づき、俳句のまちであることを区内外へ

強く発信します。 

・ 子どもから大人まで俳句文化の裾野を広げ、豊かな心を育みます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

投句事業数 5事業 5事業 5事業 6事業 6事業 

俳句ポストの設置数 9か所 12か所 15か所 18か所 21か所 
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施策名 

「国内・海外都市との交流の推進」 

  

 目的・方向性  

全国各地域の自治体と幅広い交流を進め、より豊かな区民生活の実現を目指すとともに、

相互の都市の活性化を図ります。 

海外都市との国際的な交流を深め、多文化が共生する魅力あるまちを目指します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

国内交流都市ツ

アー参加者数 
 100人 120人 130人 140人 150人 150人 

国内交流都市と

の連携事業数 
25事業 26事業 26事業 27事業 27事業 30事業 

通訳ボランティ

ア登録数 
110人 150人 200人 250人 300人 300人 

海外都市交流事

業参加者数 
300人 305人 310人 315人 320人 320人 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 国内交流事業の推進・拡大 

実 施 方 針 

・ 交流都市での豊かな自然と触れあう場など様々な体験をする機会の提

供や、芸術、芸能、文化面で区を代表する団体・個人の交流都市への

派遣、また、日暮里駅前イベント広場で交流都市フェアを開催するこ

とで区民の心の豊かさと相互の町の芸術文化・地域振興・交流の活性

化を図ります。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

国内交流都市ツアー

先自治体数 
100人 120人 130人 140人 150人 

あらかわキャラバン

派遣団体数 
3団体 3団体 4団体 4団体 4団体 
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日暮里駅前イベント

広場・交流都市フェア

開催数 

3回 3回 3回 4回 4回 

イベント参加交流都

市数 
23自治体 23自治体 24自治体 24自治体 24自治体 

 

事 業 名 特別区全国連携プロジェクトの活用・推進 

実 施 方 針 

・ 「特別区全国連携プロジェクト」における全国各地域とのつながりを活

用し、区内でのイベント開催や住民相互の交流等を通じて全国各地域

と区内双方の産業振興や観光振興、地域の活性化等を推進します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

延べ連携事業数 14事業 15事業 16事業 17事業 18事業 

 

事 業 名 都市間交流の活用による人材の育成 

実 施 方 針 
・ 「幸せリーグ」等における自治体職員同士の交流を促進し、共通する行

政課題についての情報交換や先進事例を取り入れることにより、職員

のレベルアップにつなげ、区民サービスの一層の向上を図ります。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

幸せリーグ参加自治

体との意見交換数（実

務者会議・掲示板等） 

120回 140回 160回 180回 200回 

荒川区職員ビジネス

カレッジへの他自治

体職員参加者数 

84人 90人 90人 90人 90人 

 

事 業 名 区における災害対策の強化【再掲(P118)】 

実 施 方 針 
・ 災害発生時における他自治体や民間企業等との協定の締結を進めると

ともに、支援を円滑に受け入れるための体制を構築していきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

他自治体、民間企業等

との協定の締結 

自治体16団体 

企業等73団体 
推進 推進 推進 推進 

受援計画の策定と改

善 
検討 策定 改善 改善 改善 
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事 業 名 国際交流事業の拡充（国際交流補助・国際交流協会主催） 

実 施 方 針 

・ 通訳ボランティア養成講座を開催し、多文化共生の意識や国際理解を

もったボランティアを育成します。 

・ 地域におけるおもてなしの質の向上を図ります。 

・ 各部署が実施するイベントへの出展により、国際交流の拡充を図りま

す。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

通訳ボランティア養

成講座数 
2回 2回 3回 3回 4回 
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施策名 

「伝統的文化の保存と継承」 

  

 目的・方向性  

区に伝わる有形・無形の文化財を、区民全体の財産として保存・継承するとともに、そ

のすばらしさを広く内外に周知し、未来へと伝えます。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

ふるさと文化館

利用者数 
19,500人 20,000人 20,500人 21,000人 21,500人 24,500人 

伝統技術展 

参加職人数 
66人 66人 66人 66人 66人 66人 

学校職人教室 

実施学校数 
24校 24校 24校 24校 24校 24校 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 伝統工芸の区内外に向けたＰＲ・販路拡大支援 

実 施 方 針 

・ 伝統工芸に触れる機会の提供により、伝統工芸技術の魅力を区内外に

広くＰＲし、販路の機会を設け、区民の伝統文化に対する理解を深め

ます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

あらかわの伝統技術

展来場者数 
15,700人 15,900人 16,000人 16,100人 16,200人 

あらかわの伝統技術

展学校見学（児童生徒

数） 

25校 

（1,481人） 

26校 

（1,600人） 

26校 

（1,600人） 

26校 

（1,600人） 

26校 

（1,600人） 

(仮称)伝統工芸ギャ

ラリーへの来場者 
整備 20,000人 20,500人 21,000人 21,500人 
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事 業 名 伝統工芸技術継承者育成支援事業 

実 施 方 針 
・ 伝統工芸技術の継承に資するため、区として継承者の育成を支援しま

す。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

現場実習受入者数 8人 8人 8人 8人 8人 

短期現場実習者数  

（ステップ１） 
1人 2人 2人 2人 2人 

継承者数 

（ステップ２） 
9人 9人 9人 9人 9人 
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施策名 

「地域活動の支援と人材育成」 

  

 目的・方向性  

あらゆる世代の区民があたたかい地域づくりを目指して楽しく集い、区民と行政が一体

となって相互交流を促進し、次代の地域活動の担い手となる人材を発掘・育成します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

地域の活動や行

事に参加してい

る人の割合（※１） 

36.8％ 38.0％ 39.0％ 40.0％ 41.0％ 45.0％ 

町会加入率 59％ 60％ 61％ 62％ 63％ 65％ 

荒川コミュニテ

ィカレッジ修了

生（累計） 

226人 259人 301人 349人 405人 765人 

※１…世論調査の地域活動・行事への参加状況の内、「いつも参加している」と「時々参加している」の合計で算出。 
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 重点事業（計画事業） 

事 業 名 町会･自治会への支援 

実 施 方 針 

・ 町会・自治会への積極的な支援を行うことで、町会･自治会活動の活性

化を促し、地域力の向上を図ります。 

・ 町会･自治会が実施するイベント等の実施経費、町会･自治会の活動拠

点である町会会館の建設経費の一部を助成するなど、地域コミュニテ

ィの担い手である町会･自治会の活動力･組織力を更に高めるための支

援を充実していきます。 

・ また、将来、町会の担い手となる町会の実務担当者等を対象に、会計

事務や町会の加入促進、防犯・防火など、町会員のニーズや、その時々

の社会的課題に応じた研修会等を実施することにより、将来にわたり

持続可能な町会活動の基盤づくりをサポートします。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

町会･自治会イベント

助成件数 
200件 203件 205件 208件 210件 

町会会館建設･備品購

入等助成件数 
7件 7件 8件 9件 10件 

町会･自治会法人化数 64件 66件 68件 70件 72件 

 

事 業 名 荒川コミュニティカレッジ 

実 施 方 針 

・ より良い地域社会を築く担い手として活躍するために必要な知識と技

術を身につける学びの場として開校した荒川コミュニティカレッジに

ついて、区民が地域への関心を深めるとともに、地域活動の担い手と

なれるよう、更なる学びの場を提供するとともに、主体的に地域活動

に取り組めるよう支援します。 

・ 修了生が地域活動に効果的に取り組んでいけるよう、適切なフォロー

アップを行っていきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

修了生数（累計） 226人 259人 301人 349人 405人 
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事 業 名 多様な「体験の場」の提供【再掲(P106)】 

実 施 方 針 
・ 「ゆいの森あらかわ」や各図書館等におけるボランティア活動などの自

主的な活動を支援し、コミュニティの活性化を行います。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

ゆいの森あらかわの

ボランティア活動者

数（延べ） 

20名 1,000名 1,100名 1,200名 1,300名 

 

事 業 名 ふれあい館の整備・管理運営【再掲(P107)】 

実 施 方 針 

・ 乳幼児から高齢者までの各世代が集うふれあい館は、地域コミュニテ

ィの活動拠点として、地域と密に連携を図り、館運営及び事業展開を

進めるとともに、将来、地域活動を担う人材を育むためボランティア

活動の支援等を積極的に行います。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

ふれあい館のボラン

ティア活動者数（延

べ） 

5,000人 5,500人 6,000人 6,500人 7,000人 

小中学生によるボラ

ンティア活動 
推進 推進 推進 推進 推進 
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施策名 

「地域文化とコミュニティの拠点づくり」 

  

 目的・方向性  

区民の文化活動や生涯学習活動、更には地域活動等を支援し、充実したサービスにより、

心の豊かさや日々の生きがいづくりに寄与する地域コミュニティの拠点を整備します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

ゆいの森あらか

わの入館者数 
15,000人 

867,500人 
2,500×347日 

884,850人 
2,550×347日 

902,200人 
2,600×347日 

919,550人
2,650×347日 

1,006,300人 
2,900×347日 

ゆいの森あらか

わのイベント等

の参加者数 

120人 3,500人 3,675人 3,850人 4,025人 4,500人 

ゆいの森あらか

わのボランティ

ア活動者数（実人

数） 

20人 100人 110人 120人 130人 150人 

ふれあい館数 
開館13館 

 

開館13館 

設計02館 

開館13館 

設計02館 

開館13館 

設計02館 

開館13館 

工事02館 

開館15館 

 

ふれあい館入館

者数 
810,000人 820,000人 830,000人 840,000人 850,000人 900,000人 
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 重点事業（計画事業） 

事 業 名 魅力あふれる施設づくり 

実 施 方 針 

・ 文学館の展示や関連事業、図書関連や子育て関連の講演会などを積極

的に発信し、文化・芸術を身近に感じられる機会を増やします。 

・ 庁内及び関連団体等と連携した事業を展開することによって、変化の

ある魅力ある施設づくりをします。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

ゆいの森あらかわの

ホームページ閲覧回

数 

図書館ホー

ムページ実

績（480,000

件） 

494,400件 509,200件 524,500件 566,500件 

文学館友の会会員数 

（有料・単年度会員） 
140名 150名 180名 210名 240名 

共催事業回数 ― 12回 16回 20回 24回 

 

事 業 名 主体的な「学びの場」の提供 

実 施 方 針 

・ 多様な資料の提供や多様な閲覧席等の提供によって、課題解決や学び

の楽しさを提供します。 

・ ニーズに沿った講演会・講座等を実施し、学びの機会を提供します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

ゆいの森あらかわの

保有資料数 
400,000冊 420,000冊 440,000冊 460,000冊 480,000冊 

ゆいの森あらかわの

特集コーナー設置回

数 

4回 16回 20回 20回 24回 

ゆいの森あらかわの

講演会・講座等実施回

数 

― 54回 54回 60回 60回 
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事 業 名 多様な「体験の場」の提供 

実 施 方 針 

・ 体験キットやワークショップなど参加型の学習やイベントを実施し、

自ら学ぶ環境を整えます。 

・ 「ゆいの森あらかわ」や各図書館等におけるボランティア活動などの自

主的な活動を支援し、コミュニティの活性化を図ります。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

ゆいの森あらかわの

イベント等の実施回

数 

1回 54回 57回 60回 63回 

ゆいの森あらかわの

ボランティア活動者

数（延べ人数） 

20人 1,000人 1,100人 1,200人 1,300人 

 

事 業 名 地域図書館の整備 

実 施 方 針 

・ 南千住地域の特色を活かした図書館づくりのため、南千住図書館を一

部リニューアルを検討します。 

・ 平成３２年度の開設に向け、地域の特色ある図書館として宮前公園内

に（仮称）宮前公園内新尾久図書館を整備し、現尾の尾久図書館が移

転します。 

・ 町屋図書館、日暮里図書館の修繕については、優先順位を踏まえ、施

設の長寿命化を図ります。 

・ 地域の様々な場所で、読書を楽しめる環境を充実していきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

南千住図書館のリニ

ューアル 
検討 検討 検討・実施 ― ― 

（仮称）宮前公園内新

尾久図書館の整備 
基本設計 実施設計 

実施設計 

工事 
工事 開館 

町屋図書館・日暮里図

書館の修繕 

町屋・日暮里 

設備改修 

日暮里 

設備改修 
― ― ― 

街なか図書館の整備 検討 
検討 

実施 

検討 

拡充 

検討 

拡充 

検討 

拡充 
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事 業 名 ふれあい館の整備・管理運営 

実 施 方 針 

・ 区民ニーズに合ったふれあい館の整備を進めるとともに、利用状況や

地域性に応じた特色ある事業を展開します。 

・ 乳幼児から高齢者までの各世代が集うふれあい館は、地域コミュニテ

ィの活動拠点として、地域と密に連携を図り、館運営及び事業展開を

進めるとともに、将来、地域活動を担う人材を育むためボランティア

活動の支援等を積極的に行います。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

ふれあい館数 
開館13館 

 

開館13館 

設計02館 

開館13館 

設計02館 

開館13館 

設計02館 

開館13館 

工事02館 

ふれあい館 

事業参加者数 
600,000人 600,000人 610,000人 610,000人 620,000人 

ふれあい館に対する

利用者評価（※１） 
54.5％ 55.0％ 55.5％ 56.0％ 56.5％ 

ふれあい館のボラン

ティア活動者数（延べ

人数） 

5,000人 5,500人 6,000人 6,500人 7,000人 

小中学生によるボラ

ンティア活動 
推進 推進 推進 推進 推進 

※１…ふれあい館利用者アンケートの施設総合評価において、最も高い評価を選択した人の割合。 
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施策名 

「読書のまちづくり」の推進 

  

 目的・方向性  

図書館における蔵書の充実やレファレンス（読書支援）の更なる向上を図り、生涯学習

やボランティア活動の拠点として地域に親しまれる図書館づくりを進めるとともに、学校

図書館等と連携した読書活動の促進により読書環境を整え、「読書のまちづくり」を推進し

ます。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

図書館入館者数（※
１） 

1,100,000人 1,000,000人 1,100,000人 1,105,000人 1,110,000人 1,150,000人 

個人登録者数 52,000人 54,000人 54,500人 55,000人 55,500人 56,000人 

区内小中学生の

利用者登録率 
55.2％ 55.5％ 55.6％ 55.7％ 55.8％ 60.0％ 

区民一人当たり

蔵書冊数 
3.4冊 5.0冊 5.1冊 5.2冊 5.8冊 6.0冊 

区民一人当たり

総貸出点数 
9.1点 10.0冊 10.1冊 10.2冊 10.3冊 10.5冊 

レファレンス件

数 
4,680件 4,800件 4,900件 5,000件 5,100件 5,500件 

※１…南千住・尾久・町屋・日暮里の各図書館及び汐入・冠新道の各図書館サービスステーションの年間入館者数の合計。 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 子ども読書活動推進計画事業 

実 施 方 針 
・ 子どもたちの読書環境を整備し、自主的な読書活動を支援することに

より、子どもたちが「本に親しむ」きっかけを増やします。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

柳田邦男絵本大賞応

募件数 
1,165件 1,200件 1,250件 1,275件 1,300件 

中学生・高校生の利用 

拡大に向けた取組 
実施 実施 実施 実施 実施 
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事 業 名 特色ある地域図書館づくり 

実 施 方 針 
・ 地域の特性、地域住民・利用者ニーズを踏まえ、専門資料を収集し、

蔵書に特色をもたせるなど、各館が地域に根ざした特色を発揮させる

とともに、サービスの差別化を図っていきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

特色ある地域の図書

館づくり 
計画策定 実施 実施 実施 実施 

学校・幼稚園・保育園

等との連携 
実施 実施 実施 実施 実施 

公共施設や民間事業

者等との連携 
実施 実施 実施 実施 実施 

特色のある事業の取

組回数 
12回 20回 24回 24回 28回 

２時間以上滞在す

る利用者の割合 
15.5％ 15.5％ 15.6％ 15.7％ 16.0％ 

 

事 業 名 課題解決を支援する蔵書の充実等 

実 施 方 針 

・ 仕事や健康など区民の身近な課題を解決する場所として図書館を広く

活用していただけるよう、専門的な資料も一定程度充実させていくと

ともに、資料や情報を探すためのツールも提供していきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

ビジネス支援、医療・

健康情報関係資料等

の充実 

― 1,500冊増 1,500冊増 1,500冊増 1,500冊増 

オンラインデータベ

ースサービスの利用

者数 

― 350名 385名 420名 455名 
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施策名 

「スポーツの推進」 

  

 目的・方向性  

子どもから高齢者まで、あらゆる世代の区民がスポーツを楽しめる環境を整えるととも

に、指導者やアスリートの育成等によりスポーツのレベルアップを図り、区におけるスポ

ーツ活動を推進します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

スポーツ実施率

（週1回以上） 
38.8％ 40.0％ 41.2％ 42.4％ 43.6％ 50％ 

スポーツひろば

参加者数 
17,500人 18,000人 18,500人 19,000人 19,500人 21,000人 

スポーツボラン

ティアの登録数 
― ― 50人 100人 150人 270人 

障がい者スポー

ツサポーターの

登録数 

35人 50人 65人 80人 100人 220人 

初級障害者スポ

ーツ指導員資格

の取得人数 

― 12人 24人 36人 48人 120人 

区民一人当たり

施設面積 
0.657㎡ 0.657㎡ 0.681㎡ 0.681㎡ 0.681㎡ 0.681㎡ 
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 重点事業（計画事業） 

事 業 名 障がい者スポーツの推進 

実 施 方 針 

・ 障がいや年齢に関係なく、誰もがスポーツ活動に参加できるよう障が

い者スポーツの紹介や体験教室等を開催し、障がい者スポーツの普及

を図ります。 

・ 障がい者スポーツに関する基礎知識を持つ人材を育成し、障がい者ス

ポーツをサポートする体制を整備します。 

・ 障がい者スポーツの指導に係る知識と技術を有する人材の育成を図り

ます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

障がい者スポーツ教

室・イベントの開催数 
3回 3回 4回 5回 6回 

障がい者スポーツサ

ポーター養成講習会

の実施回数 

1回 1回 2回 2回 2回 

初級障害者スポーツ

指導員養成講習会 
― 1回 1回 1回 1回 

 

事 業 名 子どもたちのスポーツ活動の充実 

実 施 方 針 

・ 子どもたちが気軽にスポーツに親しむことのできる場や機会の充実を

図り、スポーツ実施率の向上や、子どもたちの交流を促進します。 

・ 子どもたちにレベルの高い指導を受ける機会を提供すると共に、区を

代表する青少年のスポーツ活動への支援を行い、競技力の向上を図り

ます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

スポーツひろば実施

種目 
10種 10種 12種 14種 16種 

コミュニティスポー

ツの回数 
3回 3回 4回 5回 6回 

トップアスリートと

の交流事業回数 
1回 2回 3回 3回 3回 

青少年スポーツ活動

支援件数 
10件 10件 12件 12件 14件 
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事 業 名 スポーツ習慣の定着 

実 施 方 針 

・ 区民の各ライフステージに応じたスポーツ活動を支援する場所や機会

を充実させ、区民のスポーツ習慣の定着を図ります。 

・ スポーツや健康づくり等に関する事業の展開と、それらに関する情報

提供の充実を図ります。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

スポーツひろば実施

種目【再掲(P111)】 
10種 10種 12種 14種 16種 

ウオーキング事業回

数 
7回 7回 8回 9回 10回 

 

事 業 名 スポーツコミュニティとの連携 

実 施 方 針 

・ 障がい者スポーツ指導員やスポーツボランティア等を育成するととも

に、スポーツ推進委員を中心として地域のスポーツリーダーのネット

ワーク化を図ります。 

・ スポーツコミュニティの中心となる団体等との連携を図り、地域の実

情に応じた支援を行います。 

・ 区民・各団体等との協働によりスポーツイベントを実施し、区民やス

ポーツ団体等の主体的な活動を促進します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

スポーツ推進委員 45人 45人 45人 45人 45人 

スポーツボランティ

ア育成事業回数 
― ― 1回 1回 1回 
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政策10：活気ある地域コミュニティの形成 

 

Ⅰ
生
涯
健
康
都
市 

Ⅱ
子
育
て
教
育
都
市 

Ⅲ
産
業
革
新
都
市 

Ⅳ
環
境
先
進
都
市 

Ⅴ
文
化
創
造
都
市 

Ⅵ
安
全
安
心
都
市 

Ⅶ
計
画
推
進 

 

事 業 名 スポーツ環境の整備 

実 施 方 針 

・ 老朽化した施設について、利用者や利用団体等に配慮し、最適な方法

により改修等を実施します。 

・ 既存施設の機能の充実や拡張、新たな施設の整備を含め、区民のスポ

ーツ環境の更なる充実を図ります。また、民間事業者等のノウハウと

スケールメリットを活かした施設の運営方法の見直しを進めます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

荒川総合スポーツセ

ンターの大規模改修 
基本設計 

基本設計 

実施設計 
実施設計 工事 開館 

東尾久運動場多目的

広場の整備 
基本設計 

実施設計 

工事 

工事 

開場 
  

荒川遊園スポーツハ

ウスの改修及び管理

運営方法の見直し 

検討 検討 検討 検討 実施 
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